
発行　新発田市議会　　　　　　　編集　議会運営委員会

　トキめき新潟国体で、サッカー・
ラグビー・ゴルフが新発田市を主
会場に行われました。表紙の写真
は、9月29日に五十公野公園陸上
競技場で成年サッカーの準々決勝
が行われ新潟県代表と香川県代表
が対戦した様子です。おおぜいか
らの声援に応え、延長の末、準決
勝に勝ち進みました。その後、準決
勝、決勝と連日の延長戦を制し、み
ごと優勝の栄冠をつかみました。
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　法人市民税は、前年度納税額の半額を「予定納

税」し、不足があれば追加納税、税額を上回れば

還付している。

　当初、還付額として4千万円を予算計上したが、
景気悪化に伴い予定納税した116法人のうち、45
法人に5257万円の還付が発生した。
　7月臨時会で、今後の見込額も含め6千万円を
補正したが、さらに還付金の不足が生じた場合に

は、専決処分とさせて欲しい。

　市街地の私立・市立幼稚園では少子化等の影響

で大きく定員を割るが、保育園は入園希望が増加

傾向にある。

　保育園の民営化を進める中で定員の拡大を図っ

てきたが、市街地の待機児童の解消には至ってい

ない。今後は、保育行政に力点を移していきたい。

　市立幼稚園の中で特に園児の減少が顕著で、老

朽化が目立つ新発田幼稚園を、22年度入園を最後
に24年3月をもって閉園としたい。
　こうした中、三の丸保育園が狭隘で老朽化して

おり、園舎の建て替えを運営法人が計画してお

り、新発田幼稚園の跡地を三の丸保育園整備のた

めに提供したい。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
の
補
正
予
算
は
、
急
を
要
す
る
事

務
事
業
と
国
県
の
補
助
内
示
に
係
る

追
加
の
経
済
対
策
関
連
事
業
が
主
な

も
の
で
す
。

　

各
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
後
、
定
例
会
最
終

日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
に
よ
り
「
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
対
策
」、「
勤
労
者
の
住

宅
・
生
活
支
援
対
策
」、「
女
性
の
健

康
支
援
の
拡
充
対
策
」、「
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
対

策
」
を
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
と
７
月
の
補
正
予
算
に
よ
る

事
業
の
効
果
が
早
期
に
発
揮
さ
れ
、

新
発
田
市
の
景
気
と
市
民
の
生
活
が

良
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
他
に
、
公
平
委
員
会

委
員
・
藤
塚
浜
財
産
区
管
理
委
員
会

委
員
の
選
任
、
市
体
育
施
設
条
例
等

の
一
部
改
正
、
米
倉
ふ
れ
あ
い
農
園

用
地
の
取
得
、
菅
谷
住
環
境
宅
地
造

成
事
業
用
地
の
売
却
な
ど
が
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
あ
て
に
提
出
さ
れ

た
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
も
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
確

定
に
伴
う
決
算
議
案
が
今
定
例
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
年
に
一
度
と
い
う
経
済
不
況

の
中
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
で

９
億
２
７
６
６
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
５
日
間
を

か
け
て
個
々
の
予
算
執
行
内
容
を
慎

重
か
つ
厳
格
に
審
査
を
行
い
、
本
会

議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
賛
成
多
数

で
こ
の
決
算
を
認
定
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
の
特
別
会
計
と
水
道
会
計

は
、
常
任
委
員
会
で
審
査
の
う
え
、

同
じ
く
認
定
し
ま
し
た
。

国
県
の
経
済
対
策
関
連
補
助
の
追
加
に
よ
り

９
月
補
正
予
算
で
景
気
浮
揚
策
を
更
に
後
押
し

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 



　

10
月
臨
時
会
を
10
月
13
日
の
一

日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
御
即
位
20
年
奉
祝
行

事
参
画
事
業
経
費
の
補
正
予
算
が

議
案
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
で
行
わ
れ
る
奉
祝
パ
レ
ー

ド
に
当
市
の
「
台
輪
」
が
参
加
要

請
さ
れ
、
そ
の
参
加
の
た
め
の
経

費
１
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
の
経
緯
や
過
去
の
事
例
と

の
比
較
な
ど
の
質
疑
が
交
わ
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
20
年

奉
祝
行
事
に
台
輪
が
参
加

※防火井戸新設・動力ポンプ軽積載車購入

※豊浦地区石綿管工事に伴う水道会計出資金

※空き店舗調査などで130人程度の雇用創出

※紫雲寺地区での光ファイバー敷設経費

※就学前3年間の幼児全員への手当支給

※学校テレビのデジタル化、理科教材整備経費

※火災報知器等の購入による高齢者扶助

　

昨
年
来
の
景
気
後
退
の
状
況
か
ら
回
復
に
結

び
付
く
よ
う
、
国
は
今
年
度
追
加
し
て
経
済
対

策
関
連
補
正
予
算
を
編
成
し
、
当
市
で
も
時
期

を
失
す
る
こ
と
な
く
経
済
対
策
を
講
じ
る
べ

く
、
７
月
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
は
、
国
県
の
支
援
の
活
用
と
後
年

実
施
予
定
の
事
業
を
前
倒
し
す
る
た
め
の
補
正

予
算
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
13
億
４
２
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
、
そ
の
他
特
別
会
計
等
を
含

め
、
景
気
の
早
期
回
復
を
願
い
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

※地域の高齢者の見守り支援の担い手養成経費

※女性のがん検診費用の全額補助

※情報通信技術活用の地域活性化事業

※新たなコンピュータシステムの構築経費

※地元要望の高い公会堂建築支援補助

※赤沼川の川床復旧工事費

※加治川地区の下水道事業への繰出金





傍聴してみませんか
・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。

・午前10時から始まります。
・ 「本会議」「各委員会」は、市役所本庁
舎2階の議場または委員会室で行いま
す。

・ 傍聴希望の方は、当日本庁舎2階議会
事務局までお越しください。

・ 団体等でおおぜいの場合は、事前に議
会事務局までご連絡ください。

（注） 変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等
でお知らせします。

エフエムしばた

　本会議（定例会）のようすを、エフエムしば
たで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了
まで全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあ
ります。

11月27日
11月30日
12月 2日
12月 4日
12月14日
12月15日
12月16日
12月17日
12月18日
12月21日
12月22日
12月25日

告示日、議会運営委員会
請願・陳情・意見書提出期限
議会運営委員会
本会議（提案理由説明・委員会付託）
本会議（一般質問第1日目）
本会議（一般質問第2日目）
総務常任委員会
社会文教常任委員会
産業経済常任委員会
建設常任委員会
議会運営委員会
本会議（最終日）

会議録（冊子）は、市立図書館や市生涯学習センター
に設置されています。

　市のホームページでは、市議会のしくみ
や議員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議で議員の質問や市長等の答
弁を記録した「会議録」を検索閲覧するこ
とができます。
　他にも、｢市議会だより｣のバックナン
バー（83号以降）を見ることができます。

【市ホームページ】

http://www.city.shibata.
niigata.jp/
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板
羽　

茂
生　

氏
（
住
吉
町
４
）

　
　

 

齋
藤　

榮
一　

氏
（
池
ノ
端
）

　
　

 

荒
井　
　

清　

氏
（
金　

谷
）

　
　

 

小
野
寺
眞
夫　

氏
（
大
栄
町
４
）

　
　

 

本
間
ミ
ヨ
エ　

氏
（
藤
塚
浜
）

　
　

 

加
藤　

久
一　

氏
（
緑
町
３
）

　
　

 

渡
邉　

定
幸　

氏
（
緑
町
１
）



　

国
内
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
急
激
に
広
が
っ
て

い
る
。
学
校
で
は
新
学
期
も
始

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
集
団
感
染

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

学
校
や
保
育
園
現
場
で
の
予

防
策
、
市
民
・
事
業
所
・
在
住

外
国
人
等
へ
の
基
本
的
な
予
防

啓
発
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

　

学
校
等
の
再
開
で
感
染

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
県

か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
市
教
育

委
員
会
は
、
感
染
予
防
策
や
学

級
閉
鎖
、
登
園
自
粛
の
基
準
・

期
間
の
目
安
を
小
中
学
校
、
保

育
園
、
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
啓
発
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る
注
意

喚
起
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ

ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
の
電
話
相
談
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
事
業
所
に
は
商

工
会
議
所
か
ら
の
周
知
を
依
頼

し
、
外
国
人
に
は
外
国
語
に
よ

り
予
防
知
識
等
を
啓
発
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
継
続
的
な
動

物
飼
育
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
性
や
生
命
の
伝
え
方
に

つ
い
て
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら

な
い
。
動
物
の
体
温
、
臭
い
、

成
長
あ
る
い
は
死
に
よ
っ
て
実

感
す
る
。
あ
る
学
校
で
児
童
に

ウ
サ
ギ
を
抱
か
せ
た
と
こ
ろ
、

ス
イ
ッ
チ
が
ど
こ
に
あ
る
か
探

す
子
が
い
た
と
か
、「
温
か
い

血
の
通
っ
た
生
き
物
を
最
初
に

抱
い
た
の
は
わ
が
子
が
は
じ
め

て
」
と
話
す
若
い
母
親
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

学
校
内
で
の
動
物
飼
育
活
動

の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

　

多
く
の
小
学
校
で
、
児

童
会
活
動
や
生
活
科
、
理
科
の
学

習
と
し
て
動
物
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

動
物
の
飼
育
は
、
生
命
の
尊
さ
、

優
し
さ
の
心
、
責
任
感
な
ど
の
教

育
効
果
が
期
待
で
き
、
意
義
深
い

も
の
で
あ
る
。
教
師
対
象
に
動

物
飼
育
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
動
物
飼
育
の
正
し
い
知
識
の

指
導
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
へ
の
備
え
は

 

Ｑ 

命
の
尊
さ
を
教
え
る
学
校
で
の
動
物
飼
育
活
動
は

 

一般質問とは

　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から、市政全般に関して執行機関に対す
る疑問を質

ただ

したり、所信の表明を求めたりする
もので、定例会に限って認められているものです。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。市長や教育長などが予め準
備をしておくことで、質問に対する的確な答弁
が期待されています。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問を行うこともあ
ります。



　

昨
今
日
本
語
の
乱
れ
、

学
力
の
低
下
が
論
じ
ら
れ
、
文

部
科
学
省
は
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
本
市

は
教
育
特
区
と
し
て
新
し
い
国

語
教
科
書
を
出
版
し
た
。
そ
こ

で
次
の
こ
と
を
伺
う
。

①
こ
の
事
業
の
目
標
は
何
か
。

② 
教
科
書
は
ど
の
時
間
に
使
わ

れ
る
の
か
。

③ 

学
級
担
任
だ
け
で
な
く
、
全

校
体
制
の
事
業
と
思
う
が
。

④ 

反
復
練
習
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
１
〜
２
年
後
の
方

向
性
は
。

⑤ 

本
市
外
で
実
施
中
の
市
は
。

⑥ 

花
、
季
節
、
格
言
な
ど
で
家

庭
の
協
力
が
必
要
で
な
い
か
。

⑦ 

表
紙
の
絵
や
文
字
で
訴
え
る

意
図
は
何
か
。

　

製
作
の
苦
労
に
感
謝
す
る
。

多
く
の
市
民
、
有
識
者
は
成
功

を
期
待
し
て
い
る
が
、
考
え
は

い
か
に
。

　

①
豊
か
な
自
己
表
現
力

と
日
本
文
化
や
伝
統
に
誇

り
を
持
つ
心
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
人
間
力
を
培

う
。

② 

「
日
本
語
」
教
科
と
し
て
時

間
割
に
位
置
付
け
て
い
る
。

③ 

全
職
員
研
修
を
行
い
、
日
本

語
教
育
の
理
解
度
を
深
め
、

楽
し
く
学
習
す
る
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

④ 

平
成
23
年
度
末
に
見
直
し
・

改
善
、
29
年
度
に
事
業
全

体
の
方
向
性
を
決
定
す
る
予

定
。

⑤ 

東
京
都
世
田
谷
区
が
平
成
19

年
度
か
ら
実
施
中
。
本
市
は

全
国
２
番
目
。

⑥ 

教
科
書
の
巻
末
に
親
子
で
一

読
を
求
め
て
い
る
。
家
庭
と

の
連
携
を
啓
発
し
た
い
。

⑦ 

低
中
高
学
年
の
教
科
書
に

は
、
新
発
田
市
と
深
い
つ
な

が
り
の
あ
る
方
の
絵
画
や
書

を
、
中
学
校
学
習
帳
に
は
、

新
発
田
城
の
写
真
を
入
れ

た
。
こ
れ
ら
を
入
れ
る
こ
と

で
新
発
田
の
文
化
を
子
ど
も

達
に
伝
え
た
い
。

Ｑ 

当
市
が
独
自
に
行
う
日
本
語
教
育
の
中
身
は

 

　

収
支
状
況
や
市
財
政
の

健
全
性
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価

と
課
題
、
税
財
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
基
本
的
問
題
、
財
政

民
主
主
義
に
つ
い
て
の
改
善
点

は
何
か
。

　

昨
年
度
の
決
算
収
支
は

黒
字
と
な
り
、
各
種
財
政
指
標

も
適
正
で
あ
り
財
政
の
健
全
化

は
良
好
で
あ
る
。
事
業
も
着
実

に
進
捗
し
て
い
る
。

　

「
地
方
自
治
、
地
方
主
権
」

の
確
立
が
緊
急
の
課
題
。
実
現

に
は
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
地
方
の
事
務
と
責

任
に
見
合
う
税
財
源
配
分
が
基

本
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

予
算
編
成
過
程
や
執
行
状
況

を
市
民
に
開
示
し
意
見
を
聞
く

こ
と
が
、
財
政
民
主
主
義
の
基

本
と
考
え
る
。
政
策
大
綱
、
編

成
方
針
は
公
開
済
み
で
、
今
年

は
決
算
概
要
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
議
会
に
示
し
た
と
こ
ろ
。

　

多
重
債
務
問
題
の
相
談

体
制
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、
広
報
活
動
の
実

態
は
。
ま
た
、
債
務
整
理
後
の

生
活
再
建
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
の
制
度
創
設
の
考

え
は
。

　

県
司
法
書
士
会
の
全
面

的
な
協
力
で
、
司
法
書
士
に
よ

る
定
期
的
な
消
費
生
活
相
談
を

11
月
か
ら
開
設
す
る
。
広
報
も

各
種
方
法
で
適
宜
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

　

貸
付
制
度
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
窓
口
と
な
る
小
口
資

金
、
緊
急
小
口
資
金
及
び
離
職

者
支
援
資
金
が
あ
る
。
平
成
20

年
度
は
91
件
の
実
績
が
あ
っ

た
。
10
月
頃
か
ら
は
更
に
活
用

し
や
す
く
見
直
し
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
債
務
整
理
後
の
生

活
再
建
に
向
け
た
相
談
に
は
、

状
況
に
応
じ
て
同
制
度
を
紹
介

す
る
。

　

新
制
度
の
構
築
は
、
国
全
体
で

の
再
構
築
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

Ｑ 

多
重
債
務
問
題
に
対
す
る
市
の
対
応
は

 

Ｑ 

昨
年
度
の
決
算
評
価
と
財
政
民
主
主
義
を
問
う

 



　

新
政
権
が
誕
生
し
た
今

日
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
宣
言
・

広
島
・
長
崎
の
平
和
祈
念
式
典

の
状
況
等
、
核
廃
絶
の
活
動
が

拡
大
す
る
現
状
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。

　

広
島
・
長
崎
市
長
が
中
心
と

な
る
「
平
和
市
長
会
議
」
が
核

不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
で
、

核
廃
絶
を
求
め
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
と
「
都
市

を
攻
撃
目
標
に
し
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
承
認
さ
せ
る
た

め
、
全
国
の
自
治
体
に
、
そ
の

賛
同
署
名
を
要
請
し
て
い
る
。

市
長
の
賛
同
署
名
を
提
案
す
る
。

　

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
の
継
承

は
、
平
和
教
育
に
あ
る
。
市
の

平
和
教
育
の
位
置
付
け
は
ど
う

な
の
か
。

　

市
が
市
民
団
体
と
共
同
開
催

し
て
い
る
「
し
ば
た
平
和
の
つ

ど
い
」
の
経
過
と
総
括
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
実
行
委
員
会

方
式
等
で
運
動
を
盛
り
上
げ
て

は
ど
う
か
。

　

平
成
９
年
に
「
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
世
界
平
和
は
人
類
共
通
の

願
い
で
核
廃
絶
に
賛
同
す
る
が
、

市
民
の
平
和
意
識
の
啓
発
を
最

優
先
と
し
、
核
廃
絶
の
賛
同
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定

書
の
趣
旨
は
賛
同
す
る
。
市
民

へ
の
平
和
意
識
啓
発
に
努
め
て

お
り
、
市
民
の
立
場
で
国
際
世

論
の
喚
起
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
平
和
市
長
会
議
が
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
加
入
は
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

平
和
教
育
は
理
解
力
に
応
じ

た
学
習
内
容
が
必
要
で
、
義
務

教
育
期
間
中
は
、
人
権
感
覚
を

身
に
つ
け
心
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
段
階
と
考
え
る
。

　

平
成
18
年
か
ら
の
「
し
ば
た

平
和
の
つ
ど
い
」
は
、
行
政
と

市
民
平
和
団
体
と
協
力
す
る
事

業
で
大
変
意
義
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
広
く
市
民
全
体
が

立
ち
上
が
れ
ば
、
実
行
委
員
会

方
式
の
検
討
も
考
え
た
い
。

Ｑ 

核
兵
器
廃
絶
運
動
と
平
和
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う

 

　

新
発
田
市
全
体
の
ご
み

の
年
間
総
排
出
量
２
万
５
４
６

２
ト
ン
、
生
活
系
生
ご
み
の
年

間
総
排
出
量
８
５
２
８
ト
ン
。

こ
の
生
ご
み
を
燃
や
す
た
め
に

使
わ
れ
る
灯
油
代
金
は
年
間
約

７
８
０
０
万
円
。

　

焼
却
炉
の
維
持
管
理
費
を
加

え
れ
ば
億
単
位
の
金
額
で
、
多

く
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
だ
け

で
良
い
こ
と
が
一
つ
も
な
い
。

　

面
倒
で
は
あ
る
が
自
治
会
や

ご
み
推
進
員
、
市
民
の
協
力
を

得
て
規
則
を
作
り
、
市
内
一
斉

に
「
生
ご
み
は
焼
却
炉
で
な
く

堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ
」を
実
行
し
、

自
然
環
境
の
保
全
と
整
備
を
求

め
る
。

「
生
ご
み
は
焼
却
炉
で
な
く

堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ
」
と
題
し

た
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
市
長
に

対
し
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

家
庭
生
ご
み
の
堆
肥
化

推
進
事
業
に
は
、
米
倉
、
大
槻
、

板
山
、
上
羽
津
、
東
新
町
３
丁

目
、
桜
ヶ
丘
の
６
つ
の
自
治
会

が
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 

生
ご
み
は
焼
却
せ
ず
堆
肥
に
で
き
な
い
か

　

こ
れ
ら
の
実
施
自
治
会
の
検

証
結
果
と
し
て
、
20
年
度
の
同

地
区
１
人
当
た
り
の
可
燃
ご
み

量
は
、
市
全
体
平
均
に
対
し
て

約
22
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
量
化
が

実
証
さ
れ
、
来
年
度
に
は
可
燃

ご
み
の
収
集
回
数
を
減
ら
す
こ

と
で
調
整
し
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
、
当
面
は
希
望

す
る
自
治
会
を
対
象
に
分
別
収

集
推
進
地
区
の
拡
大
を
計
画
し

た
い
と
考
え
る
が
、
有
機
資
源

セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量
に
限
り

が
あ
り
、
全
市
一
斉
の
規
則
化

は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
市
全
体
の
生
ご
み
減

量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
生
ご
み
処
理
機
器
の
導
入

を
支
援
す
る
。
堆
肥
づ
く
り
の

方
法
や
有
効
利
用
の
情
報
提
供

も
行
い
、
家
庭
で
の
資
源
循
環

を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 



　

本
格
的
な
流
行
が
目
前

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹

患
者
数
は
何
人
か
。
年
齢
別
、

性
別
、
回
復
し
た
患
者
数
も
示

し
て
欲
し
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
罹
患

者
累
計
と
共
に
、
治
癒
し
た

人
を
除
い
た
罹
患
者
数
の
公
開

を
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順

位
で
は
市
民
の
合
意
形
成
を
。

短
期
証
や
資
格
証
交
付
世
帯
に

国
保
証
を
交
付
し
、
重
症
者
死

亡
者
の
出
な
い
措
置
を
。

　

９
月
１
日
現
在
、
集
団

罹
患
者
数
は
94
人
。
個
人
情
報

保
護
と
公
表
に
よ
る
混
乱
を
招

く
恐
れ
か
ら
、
県
で
は
集
団
名

称
や
年
齢
、
性
別
な
ど
を
公
表

し
て
い
な
い
。
市
も
同
様
の
取

り
扱
い
と
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
感
染
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
優
先
順
位
は
、
国
の

基
準
を
基
に
決
定
す
る
。

　

感
染
拡
大
防
止
か
ら
、
資
格

証
世
帯
に
は
、
普
通
証
と
同
様

対
応
す
る
旨
を
通
知
し
た
。

　

新
発
田
市
内
の
地
デ
ジ

普
及
台
数
や
普
及
世
帯
の
状
況

は
。「
辺
地
共
聴
施
設
」「
集
合

住
宅
共
聴
施
設
」「
受
信
障
害
対

策
共
聴
施
設
」
の
改
修
状
況
は
。

　

地
デ
ジ
化
期
限
に
間
に
合
わ

な
い
状
況
下
で
、
ア
ナ
ロ
グ
の

停
波
の
延
期
を
国
に
求
め
る
考

え
は
な
い
か
。

　

市
内
の
地
デ
ジ
普
及
台

数
等
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

全
国
や
県
と
同
様
約
60
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
と
考
え
る
。

　

辺
地
共
聴
施
設
、
市
施
設
が

原
因
の
共
聴
施
設
、
送
電
線
影

響
の
補
償
共
聴
施
設
は
改
修
を

進
め
て
お
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
完
全
移
行
ま
で
に
対
応

完
了
さ
れ
る
予
定
。
そ
の
他
の

民
間
共
聴
施
設
の
改
修
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　

地
デ
ジ
化
の
対
応
遅
れ
は
認

識
す
る
が
、
国
が
総
合
計
画
を

策
定
し
、
対
策
を
講
ず
る
も
の

と
考
え
、
ア
ナ
ロ
グ
停
波
の
延

期
は
求
め
な
い
。

Ｑ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
公
表
と
受
診
対
策
は

 

　

単
な
る
駅
の
橋
上
化
と

東
西
自
由
通
路
の
建
設
で
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
以
外
の
波
及
効
果

が
全
く
な
く
、
極
め
て
も
っ
た

4

4

4

い
な
い

4

4

4

施
設
と
な
る
。
橋
上
化

が
必
然
命
題
な
ら
ば
、
市
民
の

集
い
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

複
合
的
駅
施
設
と
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
場
合
の
負
担
増
な
ら

納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

駅
周
辺
だ
け
で
な
く
、
市
役

所
周
辺
、
病
院
跡
地
、
中
心
商

店
街
を
含
め
て
、
総
合
的
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
相
互
に
関
連
さ

せ
て
計
画
す
べ
き
で
あ
り
、
市

民
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
駅
、
市
役
所
、
病
院
跡

地
単
独
で
は
な
く
総
合
的
見
地

で
再
び
市
民
の
声
を
聞
い
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

　

新
発
田
駅
は
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
駅
前
を

通
っ
て
大
通
り
に
伸
び
る
「
健

康
・
医
療
・
福
祉
ロ
ー
ド
」
と
、

駅
か
ら
諏
訪
神
社
、
寺
町
、
新

発
田
城
へ
続
く「
歴
史
の
み
ち
」

と
の
結
節
点
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
交
通
拠
点
で
あ

る
。
駅
の
自
由
通
路
に
よ
り
、

市
民
全
体
の
利
便
性
向
上
と
東

西
地
域
及
び
商
店
街
の
活
性
化

に
繋
げ
た
い
。
東
口
駅
前
広
場

の
再
整
備
に
よ
り
公
共
交
通
の

乗
り
入
れ
が
可
能
。
拠
点
性
が

一
層
高
ま
り
、
総
合
的
な
ま
ち

づ
く
り
と
な
る
。

　

動
態
調
査
で
多
く
意
見
が

あ
っ
た
「
待
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー

ス
」
や
「
集
え
る
場
」
を
整
備
計

画
に
加
え
、
観
光
案
内
所
も
駅

前
に
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

市
の
施
設
と
の
複
合
化
の
視
点

も
含
め
、
駅
を
中
心
と
し
た
地

域
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
基
本

構
想
を
頂
点
に
各
種
計
画
に
基

づ
き
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

立
脚
し
て
計
画
を
一
体
的
に
検

討
し
て
い
る
。
駅
橋
上
化
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

総
合
的
に
進
め
る
べ
き
事
業
と

考
え
て
い
る
。

　

駅
周
辺
整
備
、新
庁
舎
建
設
、

病
院
跡
地
活
用
は
、
必
要
に
応

じ
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
と
同

時
に
、
十
分
な
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

地
域
活
性
化
の
た
め
に
な
る
複
合
的
施
設
に
し
て
は

Ｑ 

地
デ
ジ
へ
の
対
応
状
況
は

 

 



　

巨
額
の
税
金
投
入
が
想

定
さ
れ
る
橋
上
駅
舎
及
び
自
由

通
路
の
建
設
計
画
は
、
市
の
財

政
、
市
民
の
駅
利
用
度
、
東
西

地
区
の
現
状
等
を
総
合
的
に
検

証
す
る
と
費
用
対
効
果
で
疑
問

で
あ
る
。
当
面
は
「
駅
構
内
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
と
「
地
下

通
路
の
改
良
・
改
善
」
へ
と
計

画
変
更
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
民
が
行
政
に
求
め
て
い
る

も
の
は
「
箱
物
建
設
」
で
は
な

く
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
こ
と
、
年
を
と
っ

て
も
健
康
で
暮
ら
せ
る
こ
と
、

万
が
一
病
気
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
病
院
へ
行
け
る
こ
と
、
働

く
場
所
が
あ
っ
て
安
心
し
て
家

族
が
暮
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
施
設
・
事
業
を

第
一
義
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　

利
便
性
や
防
犯
面
の
改

善
、
東
西
分
断
の
解
消
、
耐
用

年
数
に
よ
る
将
来
の
二
重
投
資

な
ど
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
比

較
検
討
し
た
結
果
、
考
え
は
一

貫
し
て
変
わ
ら
ず
、
新
発
田
駅

に
は
自
由
通
路
の
整
備
と
駅
舎

の
橋
上
化
が
最
も
望
ま
し
い
と

判
断
し
て
い
る
。

　

財
政
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
実
施
可
能
と
判
断
し

た
際
に
は
、
出
来
る
限
り
早
期

実
現
を
目
指
す
考
え
で
あ
る
。

　

財
源
は
、
合
併
特
例
債
の
ほ

か
、
各
種
国
庫
補
助
事
業
を
比

較
し
、
財
政
負
担
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
よ
う
国
県
と
協

議
し
て
い
る
。

　

駅
利
用
者
の
約
七
割
が
通

学
、
通
勤
で
あ
る
が
、
自
由
通

路
と
駅
橋
上
化
に
併
せ
て
、
東

口
駅
前
広
場
の
再
整
備
に
よ
り

公
共
交
通
や
観
光
バ
ス
を
含
め

て
利
便
性
を
向
上
し
、
観
光
面

へ
の
波
及
効
果
や
東
西
地
域
の

活
性
化
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
の
居
住
者
を

は
じ
め
、
駅
利
用
者
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
県
立
病
院
の
通

院
治
療
者
の
声
を
聞
き
、
必
要

な
事
業
の
早
急
な
実
現
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

市
民
が
納
得
し
、
満
足
す
る

事
業
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
今
後
も
市
民
の
意
見
を
聞

き
説
明
責
任
を
果
た
し
た
い
。

　

政
府
は
、
地
域
の
景
気

好
転
を
ね
ら
い「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」

を
交
付
し
た
が
的
確
に
早
く

実
行
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
る
。

３
５
１
の
活
用
事
例
の
中
に
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
胎
内
市
で
は
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
、
10
万
円

を
限
度
に
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
補

助
す
る
制
度
を
５
０
０
万
円
予

算
計
上
し
、
そ
の
後
３
０
０
万

円
を
追
加
す
る
ほ
ど
の
人
気
で

あ
る
と
い
う
。

　

当
市
で
も
、
10
パ
ー
セ
ン
ト

を
助
成
し
、
上
限
20
万
円
程
度

と
し
た
増
改
築
や
下
水
道
の
接

続
等
に
幅
広
く
適
用
す
る
制
度

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

大
工
や
屋
根
、
設
備
業
を
は

じ
め
中
小
零
細
業
者
と
市
民
生

活
を
応
援
し
た
市
内
景
気
浮
揚

対
策
と
も
な
る
の
で
、
費
用
対

効
果
を
考
慮
し
た
制
度
と
し
て

実
施
す
る
よ
う
強
く
望
む
。

　

住
宅
等
の
改
修
へ
の
助

成
は
、
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
、

条
件
が
あ
る
が
高
齢
者
や
障
が

い
者
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

改
修
等
へ
の
補
助
が
あ
る
。
ま

た
、
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
制

度
や
ト
イ
レ
水
洗
化
に
伴
う
改

修
へ
の
低
利
融
資
制
度
も
あ
る
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
耐

震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

だ
け
で
な
く
、
単
な
る
内
装
の

改
修
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に

行
政
が
補
助
す
る
必
要
が
あ
る

か
疑
問
で
あ
り
、
新
た
な
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

は
、
現
時
点
で
は
必
要
性
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

景
気
対
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
施
を

 

Ｑ 

新
発
田
駅
橋
上
化
は
費
用
対
効
果
の
面
で
疑
問
で
は

 



　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
は
、
検
討
委
員
会
報
告
を
基

に
年
内
に
基
本
方
針
（
案
）
を

策
定
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

後
、
基
本
方
針
を
早
期
に
策

定
す
る
と
の
こ
と
。
基
本
方
針

（
案
）
に
は
具
体
的
な
学
校
名

が
出
て
く
る
の
か
。

　

基
本
方
針
作
成
に
、
地
域
住

民
の
意
見
や
考
え
方
を
十
分
反

映
さ
せ
、
合
意
形
成
を
得
る
た

め
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　

作
成
中
の
基
本
方
針
素

案
に
は
、
学
校
統
廃
合
を
パ

タ
ー
ン
別
に
盛
り
込
む
よ
う
検

討
し
て
い
る
。
基
本
的
に
中
学

校
区
単
位
で
統
廃
合
を
実
施
し

た
い
。
学
校
名
を
入
れ
た
将
来

像
を
提
示
し
た
い
。

　

基
本
方
針
は
本
・
支
庁
舎
等

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
と

し
、
意
見
を
募
り
た
い
。

　

地
域
別
に
協
議
組
織
を
設
け

十
分
意
見
を
交
わ
し
た
い
。

Ｑ 

学
校
統
廃
合
に
は
地
域
住
民
の
合
意
形
成
を

 

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て
伺
う
。
①
都
市
中
核

ゾ
ー
ン
の
基
盤
整
備
と
機
能
強

化
の
取
り
組
み
は
。
保
育
所
整

備
に
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
待

機
児
童
解
消
、
市
街
地
活
性
化

を
図
れ
な
い
か
。
②
商
業
集
積

地
新
道
掛
蔵
地
区
の
中
心
市
街

地
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
観
光

地
・
特
別
商
業
地
と
し
て
の
整

備
を
ど
う
図
る
か
。
③
迷
惑
行

為
等
防
止
の
条
例
制
定
要
望
へ

の
対
応
と
関
係
者
と
の
協
議
会

を
設
置
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
で
き
な
い
か
。

　

①
新
発
田
駅
か
ら
市
役

所
周
辺
ま
で
、
駅
前
整
備
や
都

市
計
画
道
路
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
着
実
に
整
備
を
進
め

て
き
た
。
認
可
保
育
所
の
設
置

に
は
詳
細
な
規
定
や
園
児
の
送

迎
駐
車
場
が
必
要
で
あ
り
空
き

店
舗
の
活
用
は
難
し
い
が
、
子

育
て
支
援
と
合
わ
せ
て
商
店
街

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
検

討
し
て
い
く
。

②
新
道
掛
蔵
地
区
は
、
食
の
発

信
源
で
も
あ
る
。
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
寄
与
す
る

施
設
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
景

観
や
雰
囲
気
で
特
色
の
あ
る
区

域
創
造
に
取
り
組
む
。

③
新
道
掛
蔵
地
区
の
執
拗
な
客

引
き
行
為
な
ど
環
境
悪
化
が
憂

慮
さ
れ
、
実
効
力
の
あ
る
警
察

に
取
り
締
ま
り
強
化
を
依
頼
し

た
。
県
条
例
の
規
制
地
域
へ
の

指
定
も
要
望
し
た
。
市
独
自
の

条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　

幼
い
命
を
細
菌
性
髄
膜

炎
か
ら
守
る
た
め
、
高
額
な
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
に

対
し
て
助
成
で
き
な
い
か
。

　

細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因

細
菌
の
五
割
は
、
ヒ
ブ
と
言
わ

れ
る
。
市
の
発
症
数
は
未
把
握

だ
が
、全
国
状
況
か
ら
年
０
・
５

人
の
罹
患
が
推
測
さ
れ
る
。

　

法
的
に
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、

個
人
負
担
の
任
意
予
防
接
種
で

あ
り
、
現
段
階
は
接
種
の
啓
発

と
疾
病
予
防
を
徹
底
し
た
い
。

Ｑ 
空
き
店
舗
を
保
育
所
に
、
迷
惑
行
為
防
止
対
策
は

 

Ｑ 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
で
き
な
い
か

 
Ｑ 

再
度
の
改
善
勧
告
な
ど
、
厳
正
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が

 

　

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く

改
善
勧
告
後
も
悪
臭
は
止
ま
ら

ず
、
法
基
準
を
超
え
る
臭
気
指

数
が
公
的
機
関
の
測
定
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

市
は
、
悪
臭
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
臭
気
改
善
に

向
け
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ

て
き
た
の
か
。

　

再
度
の
改
善
勧
告
な
ど
、
厳

正
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

　

改
善
勧
告
か
ら
８
月
末

ま
で
に
臭
気
測
定
を
延
べ
10

日
、
18
回
実
施
。
前
年
度
比
較

で
は
減
少
し
、
改
善
傾
向
と
見

ら
れ
る
が
、
住
民
か
ら
の
苦
情

は
多
数
あ
り
、
明
確
な
改
善
と

は
言
え
な
い
。

　

改
善
計
画
書
に
基
づ
く
報
告

書
の
提
出
を
求
め
、検
証
の
結
果
、

計
画
内
容
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
悪
臭
未
解
消
の
た

め
、
新
た
な
改
善
策
を
求
め
た

い
。
ま
た
、
計
画
に
あ
る
飼
育

減
頭
の
さ
ら
な
る
協
議
を
進
め

た
い
。



総
務
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ 　

公
会
堂
の
改
修
な
ど
に
対
し
、
市
民
か
ら

ど
の
程
度
要
望
が
あ
り
、
実
施
し
た
の
か
。

Ａ 　

新
築
工
事
、
用
地
を
含
め
１
件
、
改
修

補
修
工
事
８
件
、
下
水
道
接
続
工
事
13
件

で
あ
る
。
前
年
度
に
調
査
を
し
、
計
画
性

を
も
っ
て
予
算
化
し
て
い
る
。
お
お
む
ね

要
望
に
応
え
て
い
る
。

Ｑ 　

談
合
事
件
後
、
再
発
防
止
に
向
け
、
行

政
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

　

 　

ま
た
、
入
札
監
視
委
員
会
か
ら
意
見
書

が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
。

Ａ 　

建
設
業
協
会
幹
部
に
対
し
、
市
三
役
か

ら
再
発
防
止
と
体
質
改
善
の
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
平
成
21
年
度
の
入
札
参
加
資
格

申
請
時
に
は
、
全
企
業
か
ら
誓
約
書
を
提

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

 　

ま
た
、
入
札
監
視
委
員
会
の
意
見
を
基

に
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
廃
止
、
地
域
要

件
の
緩
和
、
資
格
要
件
の
改
善
を
行
っ
た
。

今
後
も
入
札
監
視
委
員
会
の
意
見
を
参
考

に
、
入
札
制
度
の
改
善
に
努
め
た
い
。

Ｑ 　

財
務
数
値
は
良
好
で
あ
る
が
、
学
校
の

耐
震
化
な
ど
大
き
な
事
業
を
抱
え
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
今
後
の
財
政
状
況
は
。

Ａ 　

今
後
想
定
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
業
を
入

れ
込
ん
で
試
算
す
る
と
、
財
政
的
に
は
厳

し
く
な
っ
て
く
る
。
現
在
、
全
体
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
財
政
状
況
を
踏
ま
え

た
中
で
、
市
民
合
意
が
得
ら
れ
る
も
の
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
関
係

Ｑ 　

受
託
事
業
の
収
支
状
況
が
厳
し
い
が
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

受
託
事
業
の
中
で
、
特
に
観
光
事
業
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
職
員
は
じ
め
理
事
の
方
々
と

経
費
の
削
減
、
利
用
者
増
大
を
図
り
な
が
ら
努

力
す
る
し
か
な
い
。

Ｑ 　

国
庫
補
助
金
の
平
成
22
年
度
終
了
後
、
市

の
補
助
金
が
あ
れ
ば
経
営
は
成
り
立
つ
か
。

Ａ 　

自
立
検
討
委
員
会
で
は
、
市
単
独
補
助
の
継

続
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
会
員
拡
大
等
に
努
め
、
収
益
の

確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ 　

現
在
の
電
波
状
況
は
ど
う
か
。
難
聴
地
域
の

把
握
は
し
て
い
る
か
。

Ａ 　

難
聴
地
域
は
、
藤
塚
浜
地
区
、
箱
岩
・
金
塚

地
区
、
菅
谷
・
熊
出
地
区
、
荒
川
地
区
、
赤
谷

地
区
で
あ
り
、
今
年
度
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入

れ
、
ど
の
よ
う
な
設
備
の
改
善
、
い
く
ら
か
か

る
の
か
10
月
以
降
に
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ 　

経
営
状
態
が
黒
字
化
し
て
い
な
い
。
ど
の
よ

う
に
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。
今

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
売
電
価
格
の
動
向
は
。

Ａ 　

整
備
面
は
、
メ
ー
カ
ー
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
部
品
供
給
基
地
を
整
備
し
、
６
〜
８
時
間
で

輸
送
可
能
な
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
運
営
面

で
は
、
発
電
量
増
加
と
故
障
率
低
下
が
今
後
の

経
営
課
題
で
あ
る
。
業
界
と
し
て
電
力
会
社
に

適
正
価
格
で
買
い
取
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ 　

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
宣
伝
し
、
市
民
は
も
と

よ
り
市
外
か
ら
の
来
館
も
あ
ろ
う
が
、
費
用
対

効
果
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

Ａ 　

営
業
担
当
に
指
示
し
、
極
力
宿
泊
者
か
ら
ど

ん
な
き
っ
か
け
で
当
館
を
利
用
し
た
か
聞
き
取

り
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー
ト
を
期
待
し
て

礼
状
を
送
付
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
そ
の
影

響
は
あ
る
と
思
う
。
県
外
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
来
館
さ
れ
る
方
が
多
い
。

　平成20年度一般会計決算議案は、13人で構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、第3セクター
関係の審査を含め5日間にわたり審査しました。
　委員会では、採決の結果賛成多数で可決すべきものと決まりました。本会議最終日において、賛成・反対
の討論が行われ、賛成多数で可決されました。（※ 以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

公
会
堂
関
連

入
札
制
度
改
革
関
連

（
財
）新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社

（
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

財
政
関
連



社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ 　

新
発
田
中
央
高
校
へ
１
人
１
万
円
の
補

助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
引
き
上
げ
の
考

え
や
姿
勢
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ 　

中
央
高
校
へ
の
補
助
金
１
万
円
は
随
分

前
か
ら
や
っ
て
い
る
。
補
助
金
を
取
り
や

め
た
自
治
体
も
あ
る
が
、
当
市
は
学
校
側

か
ら
の
補
助
要
請
願
い
が
あ
っ
て
補
助
を

続
け
て
い
る
。

Ｑ 　

児
童
ク
ラ
ブ
は
年
々
過
密
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
解
消
策
は
。
ま
た
、
４
年
生
以

上
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

Ａ 　

市
内
13
か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
中
、
大
規

模
児
童
ク
ラ
ブ
が
５
か
所
あ
る
。
東
豊
児

童
ク
ラ
ブ
は
既
に
２
月
補
正
で
対
応
し
、

他
４
か
所
は
今
年
度
分
割
し
た
い
。

　

 　

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
は
放

課
後
子
ど
も
教
室
が
あ
る
。
子
ど
も
教
室

は
、
学
校
の
空
き
教
室
を
活
用
し
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
得
て
放
課
後
の
高

学
年
児
童
の
活
動
の
場
を
提
供
す
る
。
国

で
は
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
両
事
業
の
連
携
を
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ 　

幼
稚
園
で
定
員
割
れ
し
、
本
庁
地
区
に
は

公
立
保
育
園
が
１
つ
し
か
な
い
。
街
中
に
も

う
１
つ
く
ら
い
公
立
保
育
園
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 　

現
在
未
満
児
保
育
の
希
望
者
が
多
く
、

幼
稚
園
の
希
望
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

街
中
の
保
育
園
の
希
望
が
増
加
し
て
い
る

の
が
現
状
で
、
幼
稚
園
で
も
預
か
り
保
育

を
実
施
し
た
が
、
夜
７
時
ま
で
の
延
長
を

希
望
す
る
保
護
者
が
多
い
。

Ｑ 　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
に
つ

い
て
、
平
成
20
年
度
特
養
入
所
者
数
、
新

規
希
望
者
数
は
。
ま
た
、
待
機
者
へ
の
対

策
は
。

Ａ 　

重
複
者
を
除
く
純
粋
待
機
者
数
は
、

１
９
１
人
。
病
院
入
院
者
52
人
。
計
２
４
３

人
で
26
人
の
増
。
対
策
は
、
平
成
21
年
度
〜

23
年
度
の
第
４
期
計
画
で
は
特
養
ホ
ー
ム

１
０
０
床
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
36
床
を
確
保

し
て
い
る
。

Ｑ 　

平
成
19
年
度
と
20
年
度
の
検
診
の
受
診

率
は
。

Ａ 　

母
子
健
診
は
１
０
０
％
近
く
で
あ
る
。

20
年
度
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
受
診

率
が
向
上
し
た
。
20
年
度
か
ら
実
施
の
特

定
健
診
は
対
象
年
齢
以
外
に
も
拡
大
し
て

健
診
し
て
い
る
。
毎
年
総
数
で
60
〜
70
人

の
ガ
ン
発
見
者
が
あ
り
、
検
診
効
果
は
大

き
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
関
連

教
育
関
連

健
康
関
連

建設常任委員会関係

Ｑ 　公園整備は子どもの遊具だけでなく、高齢者の憩
いの場となるよう木陰やベンチの整備も必要では。

Ａ 　管理面から考えれば遊具よりも木陰やベンチの整
備がいいが、経費面もあり早急な対応はできない。
地域の意見など聞いていきたい。

Ｑ 　屋外広告物条例施行後の状況と、景観アドバイ
ザーの相談内容は。

Ａ 　屋外広告物条例は平成21年1月に施行した。県の
許認可であった屋外広告物について市独自の条例を
制定することによって建築物、自然、看板など景
観上重要なものを市条例で誘導できることになっ
た。20年度の屋外広告物の許可は76件である。一
方、景観アドバイザーは大学の先生、芸術家に委嘱
して市民等から受けた相談についてアドバイスを
行った。20年度は寺、学校、保育園等から相談を
受け、アドバイス相談会を7回実施した。

Ｑ　下水道整備の年次計画は。最終年度はいつか。
Ａ 　下水道全体の計画見直しの中で財務課と事業費の
シミュレーションと起債の償還ベースを調整しなが
ら事業を執行している。事業完了年度は平成35年
から10年位遅れる見通しと試算している。

公園整備関連

景観関連

下水道接続関連

産業経済常任委員会関係

Ｑ 　市島邸管理が昨年4月から直営となったが、具体
的にはどのように運営してきたのか。

Ａ 　継志会から寄付をいただき引き継いだ。ほとんど
が管理経費である。事業については、関係団体から
協力してもらい、極力費用をかけないで実施した。
庭園整備については、樹木の剪定、遊歩道や案内板
の整備を行った。

Ｑ 　猿害対策の決算額が減っている。現状認識がぬるい
のではないか。猿害対策についてどう考えているのか。
Ａ 　平成20年度から制度が変わり、新発田市ニホン
ザル被害防止対策協議会が設置された。国の補助金
が直接協議会に入り、市も応分の負担をしている。
予算的には増加しており、協議会を中心に対策を実
施している。今後は猿に食べられないものを作り収
益を上げることを考える必要がある。民間の方の取
り組みを踏まえ検証していきたい。

Ｑ 　畜ふん処理料の値下げにより、原材料の搬入増加につ
なげ、民営化などへの移行体制を早く組んではどうか。
Ａ 　平成20年度の稼働率は約65％。原材料が不足して
いるのが現状である。処理料の値下げにより、今年度
は100トンくらい増加した。どれだけ稼働率が上がる
かを見据え、今後の運営などを検討していきたい。

市島邸関連

猿害対策関連

有機資源センター関連



Ｑ 　

８
月
30
日
の
衆
議
院
選
挙
で
政
権
が
変
わ
っ
た
。
民
主
党

は
地
方
寄
り
の
政
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、
当
市
は
国
に
財
源

依
存
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。

 　

 　

20
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、
22
年
度
予
算
を
ど
う
組
む
の

か
。
ま
た
、
国
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ 　

報
道
に
よ
る
と
民
主
党
に
よ
る
政
権
は
、
国
民
新
党
、
社

民
党
と
三
党
連
立
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
家
戦
略
局
、

行
政
刷
新
会
議
が
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
載
事
項
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
税
源
移
譲
に
関
し
全
国
市
長
会
で
は
国
と

地
方
５
対
５
の
税
負
担
割
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
施
で
き

る
よ
う
言
い
続
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ 　

県
内
20
市
の
中
で
当
市
は
実
質
収
支
、
積
立
金
現
在
高
、

地
方
債
現
在
高
、
実
質
公
債
費
を
勘
案
し
た
総
合
順
位
で
新

潟
県
一
番
と
な
っ
た
。

　

 　

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
傾
注
す
る
あ

ま
り
、
夢
を
も
て
る
よ
う
な
施
策
や
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
が
、
市
長
の

見
解
は
。

Ａ 　

人
件
費
が
全
体
の
中
で
い
く
ら
占
め
る
か
、
運
営
経
費
を

低
く
し
事
業
経
費
を
い
か
に
配
分
で
き
る
か
で
あ
る
。

　

 　

政
策
大
綱
を
掲
げ
て
行
政
経
営
し
て
い
る
が
、
事
業
経
費

よ
り
人
件
費
が
多
い
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
再
生
の
町
」
の
よ

う
に
な
る
。
平
成
元
年
か
ら
固
定
経
費
、
運
営
経
費
、
事
業

経
費
を
時
系
列
で
取
り
予
算
編
成
を
行
っ
て
き
た
。

　

 　

市
民
の
意
見
を
行
政
改
革
推
進
懇
談
会
や
市
長
へ
の
手
紙

等
で
聞
き
、
市
民
に
対
し
て
情
報
公
開
を
い
か
に
進
め
る

か
、
そ
し
て
広
報
・
広
聴
の
内
容
を
い
か
に
充
実
さ
せ
る
か

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ 　

地
域
で
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
た
め
、
保
育
行

政
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
し
、
充
実
が
急
務
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

 　

未
満
児
の
受
け
入
れ
体
制
、
施
設
整
備
な
ど
具
体
的
な
考

え
は
ど
う
か
。

Ａ 　

11
年
前
か
ら
保
育
所
と
幼
稚
園
は
一
緒
で
あ
る
と
言
っ
て

き
た
。
国
に
お
い
て
は
保
育
行
政
の
充
実
は
国
家
戦
略
局
が

担
う
こ
と
に
な
る
。
先
を
見
据
え
れ
ば
一
体
化
し
て
子
育
て

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

 　

持
論
と
し
て
保
育
所
は
民
に
移
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
農

村
地
域
な
ど
地
区
別
で
は
必
ず
し
も
そ
う
い
う
形
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　
 　

民
で
可
能
な
も
の
、
民
が
や
り
た
い
も
の
は
民
で
や
る
べ

き
と
考
え
る
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

Ｑ 　

20
年
度
は
い
じ
め
の
件
数
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
。
こ

れ
は
教
育
委
員
会
は
じ
め
現
場
の
先
生
の
努
力
の
結
果
だ
と

思
う
が
、
見
え
な
い
部
分
、
あ
る
い
は
隠
し
て
い
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
か
。

　

 　

作
物
を
育
て
収
穫
す
る
食
の
教
育
な
ど
の
情
操
教
育
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

Ａ 　

学
校
現
場
で
は
大
変
な
努
力
を
し
て
い
る
。
他
に
も
県
民

挙
げ
て
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
い
じ
め
」
に
取
り
組
む
。
市
も

同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、「
食
と
緑
の
新
発
田
っ
子

推
進
事
業
」
な
ど
の
市
長
が
掲
げ
た
情
操
教
育
も
心
の
健
全

育
成
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

 　

ま
た
、
新
発
田
市
は
人
権
教
育
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
人
権
的
な
感
覚
も
備
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
も
気
を
緩
め
ず
、
引
き
続
き
一
生
懸
命
に
や
っ
て

い
き
た
い
。

有
機
資
源
セ
ン
ター

に
つ
い
て

Ｑ 　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
い
る
。
畜
産
農
家
か
ら
の
原
料
の
搬
入
が
見
込
め
な
い

が
、
月
岡
温
泉
な
ど
事
業
系
生
ご
み
や
家
庭
生
ご
み
な
ど
を

堆
肥
の
原
料
に
位
置
付
け
た
ら
ど
う
か
。

　

 　

ま
た
、
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
リ
ン
ク
し
て
は

ど
う
か
。

Ａ 　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
は
当
初
、
畜
ふ
ん
の
野
積
み
禁
止
や

カ
ド
ミ
ウ
ム
対
策
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
畜
ふ
ん
の
搬
入
料

を
下
げ
て
も
原
料
が
集
ま
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
家

庭
用
・
業
務
用
生
ご
み
を
原
料
と
す
る
堆
肥
を
農
家
が
使
っ

て
く
れ
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。

　

 　

食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
、
全
国
で
も
注

目
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

財
政
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

一般会計決算審査特別委員会

◎ 委員長　○ 副委員長

◎ 

宮
村　

幸
男

○ 

井
畑　

隆
二

巌　
　

昭
夫

渋
谷　

正
訓

比
企　

広
正

中
村　
　

功

渋
谷　

恒
介

大
沼　

長
栄

 

本
間　

道
治

長
谷
川
健
吉

青
木　

泰
俊

入
倉　

直
作

渡
辺　

喜
夫

国
政
の
政
権
交
代
に
つ
い
て

※ 

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
決
算
審
査
（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
参
照
）
の

内
容
を
踏
ま
え
、
市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
お
こ
な
っ
た
も
の



　経済不況で地域経済と市民の暮らしは大きな打

撃を受けたが、緊急雇用、緊急経済対策の対応が

遅い。

　子どもの医療費の助成は、国がやるべきことと

拡充を拒否。保育園の民間委託は、保育・子育て

の公的責任の放棄だ。市民生活が大変なときの国

保税の大幅な引き上げは緩和すべき。

　農業、商業、中小企業が大変なときこそ、市民目線

で営業や市民の暮らしを守ることが市政の根本だ。

　日本共産党　加藤　和雄

　平成20年度は、9月の米国発のリーマンショッ
クによる世界的経済危機の中で市財政も大きな影

響を受けたが、決算の財務数値はまずまずの結果

で評価する。施策の中では、全小中学校の耐震診

断はじめ、教育、保育関係の施設整備は次代を担

う子ども達を重視したものとして特に評価する。

　今後は、庁舎建設はじめ、県立病院跡地購入等

大型事業が予定されるので財政運営には十分留意

して欲しい。

政和会　五十嵐　孝

　「地方自治、地方主権」の確立という観点から

して、財政の見直しが必要であり、国民は今回の

国政の選挙で政権交代を選択した。

　駅舎、新庁舎、病院跡地利用三大事業を合併建

設計画の見直しで、取り組もうとしているが、市

長の公約でもある食料供給都市推進項目の未達成

事業など課題もある市民満足経営に向けて、各部

長はじめ執行部の手腕に期待する。全市民のアイ

デンティティが実現できる施策を要望する。

民主クラブ　入倉　直作

　20年度決算は11億7千万円の黒字。自主財源比
率が依存財源より高くなったことは好ましい。市

税の決算額では前年比1億7千万円の減収。市税
の収納率低下は税負担の公平性と滞納世帯の生

活実態を十分把握し収納率向上に期待。「食の循

環」で有機資源センターの堆肥を農地へ、有機質

に富んだ優良農地の拡大は孫子に継承され評価する。

　政権交代で税制改革、政策見直し等で今後の地

方自治が不透明で心配だ。

公明党　渡辺　喜夫

　「まちづくり基本条例」の下で行政事業計画等

を市民検討委員会や審議会等の中で意思決定して

きたことを評価する。財政健全化に努力したが、

地方債残高が約475億円もある。
　行政評価は、課題により市民の不満度の高い部

分もあり、分析と説明責任が求められる。重点施

策であった景観や防災施策、健康管理、子育て支

援施策、産業振興施策、新発田っ子プラン、学校

給食施策等の目標達成に一層の努力を願い認定する。

清友会　渋谷　正訓

　公営住宅や保育園・特養老人ホームの待機者対

策に努力し、生活関連や障がい者・高齢者施策に

一定の成果があったと質疑の中から感じた。

　さらに小中学校の耐震化に向けた諸事業、食の

循環を通した産業育成や不況対策あるいは、食育

推進による教育の充実といじめの減少化など多く

の成果があったものと評価しつつも、現役の働き

世代に対する生きがいと夢のもてる施策の充実を

求めて賛成する。

新政会　中村　　功

平成20年度決算について、会派としての
賛成・反対の意見を述べています。

discussion



　 　請願第４号　県立新発田病院跡地に複合歴史資料館の早期建設を求める請願書、請願第５号　県立
新発田病院跡地に複合的歴史資料館の早期建設を求める請願書については、「県立病院跡地について

も調査対象としている市議会新発田駅周辺等整備調査特別委員会での審議の方向性を既定しかねない

状況になるので、当常任委員会での可否決定をこのたびは見送り継続審査にしたい」との動議が出さ

れました。しかし賛成は少数で審議を続行しました。

　 　そして、請願には資料館建設を求めることと県立病院跡地の利活用という２つの願意があるが、主
たる願意はいずれなのかを請願の紹介議員に確認しました。紹介議員からは、「県立病院跡地への建

設が前提ではあるが、この点については新発田駅周辺等整備調査特別委員会での審議結果を待つこと

が妥当と考える。主たる願意は複合的歴史資料館を早くつくってほしいということである」旨の発言

がありました。

　　この２件の請願については、採決の結果、全員賛成で採択すべきものとしました。　

社会文教常任委員会

　

 　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
関
し
て
は
、
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、

財
政
調
整
基
金
残
高
に
つ
い
て
、
安
田
生
命
ビ
ル
の
改
修
状
況
に
つ

い
て
、
地
元
企
業
へ
の
工
事
発
注
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
執
行
部
の
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

 　

繰
越
明
許
費
が
増
加
し
た
主
な
要
因
に
つ
い
て
は
、「
国
の
臨
時

経
済
対
策
に
よ
る
も
の
で
、
中
で
も
定
額
給
付
金
の
約
17
億
円
が
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
」

　

 　

新
発
田
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、「
20
年

度
決
算
の
確
定
に
よ
り
９
月
補
正
と
し
て
６
億
２
７
６
６
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
る
」

　

 　

市
役
所
前
の
安
田
生
命
ビ
ル
の
改
修
状
況
に
つ
い
て
は
、「
９
月

か
ら
使
用
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
電
気
関
係
の
点
検
と
通
電
に
１
ヶ

月
か
か
る
た
め
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。
10
月
中
に
は
使
用
開
始
の
予

定
で
あ
る
」

　

 　

地
元
企
業
へ
の
工
事
発
注
状
況
に
つ
い
て
は
、「
公
正
な
入
札
を

行
う
た
め
名
前
だ
け
で
実
態
の
な
い
営
業
所
は
県
も
徹
底
的
に
調
査

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
新
発
田
市
で
も
業
者
と
の
災
害
協
定
を

設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
災
害
時
に
人
を
出
せ
な
い
名
前
だ
け
の
営
業

所
は
入
札
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
公
正
な
競
争
の
確
保
と
い
っ
た

面
で
地
元
業
者
へ
の
配
慮
は
行
っ
て
い
る
」

総
務
常
任
委
員
会

 「今後の検討課題として、全国市議会議長会において整理、改革する必要がある」との意見や、「社会的な功績でも
あり反対」との意見がありましたが、陳情文の中に受入れがたい文言、表現があり、賛成者はありませんでした。

 「陳情者は誤解しているようだ」、「旅費は使途基準に基づいて支出されている」、「視察結果は、行政にも反映
されている」等の討論があり、賛成者はありませんでした。



　歳出額約3千7百万円の審査で主なものは、約3千万円で温泉療法、食事療法、環境療法、運動療法
等と温泉施設や観光施設等を関連させ、地域活性化の情報発信ポータルを開設する「健康づくりの郷

ネットワーク事業」や、昭和63年から平成21年までの総事業費約32億円の「広域基幹林道新発田南
部線」完成に伴う維持管理経費等や、「湯ノ平登山道」開通に伴う山岳施設維持管理経費約230万円
などの補正予算を審議し、原案のとおり可決すべきものと決しました。

　平成20年度の歳入歳出決算の審議では、販売面積21万6900㎡のうち、販売済み19万3004㎡、販
売率約89パーセントの状況、平成12年度の造成事業約4億7千万円から始まり20年度決算では約2億5
千8百万円の赤字となっているが、早期完成により赤字から黒字に転じることが可能であるなど、質
疑、応答を経て、原案のとおり認定するべきものと決しました。

　平成20年度の歳入歳出決算の審議では、歳入12億7133万9千円で1万5千円の黒字決算で、原案の
とおり認定するべきものと決しました。

産業経済常任委員会

建
設
常
任
委
員
会

９月定例会では、議会運営委員会に対しても関連の陳情の議案が付託、審査されました。

議会運営委員会　　委員長　中村　 功

　付託案件の陳情２件は、審査の結果、不採択すべきものとしました。

 

 

「
五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
測
量
設
計
委
託
や
事
業
用

地
購
入
費
な
ど
の
組
み
替
え
と
な
っ
て
い
る
が
、
用
地
購
入
は
い
つ

頃
の
予
定
か
」
と
の
質
疑
に
、「
道
路
部
分
の
用
地
購
入
は
今
年
度
中

と
な
る
。
た
だ
し
、
２
軒
の
家
屋
が
掛
か
る
箇
所
は
平
成
22
年
度
で

の
移
転
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
に
つ
い
て
は
23
年
度
か
ら
進
め
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、「
老
朽
管
更
新
事
業

に
２
億
６
千
万
円
余
り
の
事
業
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
業

費
で
20
年
度
に
は
、
ど
れ
程
の
延
長
の
老
朽
管
を
更
新
し
た
の
か
。

ま
た
、
20
年
度
末
で
残
存
老
朽
管
は
ど
の
位
あ
る
の
か
」
の
質
疑

に
、「
更
新
し
た
老
朽
管
の
延
長
は
４
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
20

年
度
末
で
の
残
存
老
朽
管
は
約
37
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
老
朽
管

解
消
率
は
67
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案
も
慎
重
に
審
査
を
行

い
、
す
べ
て
認
定
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。



◎ 会長　○ 副会長

◎ 巌　　昭夫　　 ○ 伊藤　　久
　 渋木　武衛　　　  宮﨑　善男
　 高橋　正春　　　  比企　広正
　 渋谷　正訓　　　  稲垣富士雄

◎ 中村　　功　　 ○ 宮島　信人
　 星野　幸雄　　　  斎藤　　明
　 佐藤　武男　　　  渋谷　恒介
　 大沼　長栄

◎ 五十嵐　孝　　 ○ 本間　道治
　 二階堂　馨　　　  森田　国昭
　 長谷川健吉　　　  井畑　隆二

◎ 宮野　昭平　　 ○ 青木　泰俊
　 入倉　直作　　　  渡部　良一

◎ 加藤　和雄　　 ○ 宮村　幸男
　 佐藤　真澄

◎ 高橋　幸子　　 ○ 渡辺　喜夫

※  稲垣富士雄議員は、清友会に所属を変

更しました。

　議会運営委員会の構成員を8月25日

に変更しました。

　変更後の構成員は、20ページに記載

の編集委員の名簿のとおりです。

　私立高校における学費（初年度納入金）は、県平

均52万円と公立高校の4倍に達し、生徒・保護者の
重い負担となっている。昨今の厳しい経済情勢の

もとで、学費が払えずに学校を辞めざるを得ない生

徒。深刻な滞納を抱えている生徒が後を絶たず、ま

た私立高校に魅力を感じながらも多くの生徒が私立

高校への進学を断念せざるを得ない現状がある。

　こうした深刻な学費負担を軽くし、私立教育の良

さを発揮していくためには、学費の公私格差を是正

し、私立高校の高い学費を抑え、教育条件の維持・

向上をはかることが重要である。

　よって、県知事は学費軽減制度の拡充など、私学

助成の増額・拡充にいっそう努力するよう要望す

る。

(提出先)　新潟県知事

　私立高校における学費（初年度納入金）は、全国

平均71万円と公立高校の6倍に達し、生徒・保護者
の重い負担となっている。昨今の厳しい経済情勢の

もとで、学費が払えずに学校を辞めざるを得ない生

徒。深刻な滞納を抱えている生徒が後を絶たず、ま

た私立高校に魅力を感じながらも多くの生徒が私立

高校への進学を断念せざるを得ない現状がある。

　こうした深刻な学費負担を軽くし、私立教育の良

さを発揮していくためには、学費の公私格差を是正

し、私立高校の高い学費を抑え、教育条件の維持・

向上をはかることが重要である。

　よって、政府（議会）は授業料助成制度の実現な

ど、私学助成の増額・拡充にいっそう努力するよう

要望する。

　(提出先)　　衆議院議長　　参議院議長
 内閣総理大臣 文部科学大臣
 財務大臣 総務大臣



　市議会では、市政について皆さんの要望や意
見を、請願や陳情としてお受けしています。

　請願・陳情の受理から審議、そしてその可否
を決定するまでの流れは下記のようになります。

議会運営委員会で請願・陳情の

取扱い及び付託先について話し

合います。その結果を受け、本

会議に提案されます。

各委員会に審査を付託します。

各委員会で個別に審査し、採

択・不採択を決定します。

その後、委員長が審査結果を本

会議で報告し、審議を経て最終

的な採決を行います。

採択の場合

に送付

採択・不採択

の結果通知

○請願には、市議会議員の紹介が必要です。

　議員の紹介がない場合は、陳情となります。

　◎ 受付は議会事務局（本庁舎2階）で行っています。

　◎ 定例会の開会4日前（ただし、土、日曜日、祝

日を除く）の午後5時までに提出されたもの

は、その定例会で取り扱います。

　◎書式例は下記のとおりです。

　◎ 原則として請願と陳情は同じ取扱いとなります。

　◎ 本会議で採択したものは、市長や教育委員会

などの執行機関に送り、その実現に努力する

よう求めます。

※陳情の場合は、上記書式の「請願」を「陳情」に

置き換え、紹介議員の部分は削除してください。

【書式例】

○○○○に関する（を求める）請願書

 請願者 住所

  氏名　　　　　　印

 紹介議員　住所

  氏名　　　　　　印

請願趣旨　○○○○○○○○○○○○

請願事項　○○○○○○○○○○○○

平成　年　月　日

新発田市議会議長　　　　○○○○宛



 委 員 長 中村　　功

 副委員長 森田　国昭

 委　　員 巌　　昭夫

 〃  渋谷　正訓

 〃 稲垣富士雄 
 〃 斎藤　　明

 〃 五十嵐　孝

 〃 本間　道治

 〃 宮野　昭平

 〃 加藤　和雄

 〃 高橋　幸子

　

市
議
会
だ
よ
り
第
93
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
県
下
一
円
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
で
は
晴

天
の
中
、
開
催
県
と
し
て
男
女
総
合
優

勝
や
、
本
市
で
の
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ

ビ
ー
の
優
勝
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
、
役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
、
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

今
議
会
は
、
昨
年
の
一
般
会
計
の

決
算
審
査
特
別
委
員
会
も
５
日
間
行

わ
れ
、
財
政
の
厳
し
い
中
、
新
庁
舎
建

設
、
新
駅
舎
構
想
、
県
立
病
院
跡
地
利

用
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
責
任
で
論
じ

ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
放
送
も
含
め
、
い
か
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
か
、
広
報
活
動
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
ご
即
位
20
年
祝
賀
行
事

に
、
本
市
の
台
輪
の
出
陣
も
、
臨
時

議
会
で
決
定
を
み
る
な
ど
、
市
民
、
議

会
、
行
政
と
あ
い
協
力
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
文
責  

編
集
副
委
員
長  

森
田 

国
昭
）

☆社会文教常任委員会
①浜松市
② 保育園行政における民営と公営

☆建設常任委員会
①高崎市、横須賀市
②安全で快適な自転車利用環境の整備
　水道の震災対策

☆総務常任委員会
①我孫子市、日立市
②地域コミュニティ活動

☆産業経済常任委員会
①八王子市、木更津市
②商業振興、中小企業活性化

本市議会
行政視察
状　　況
（8～10月）
①視 察 先
②視察内容

　今年4月に施行した県内初の「新発田市議会基本条例」につ
いて研究しようと、県内外から7議会（11月分を含む）が当市
を訪れています。

　全国的に市議会に限らず、県議会、町村議会の多数が議会の

理念を条例化し議会を活性化しようと議会基本条例に着目し、

その制定を目指しています。平成18年5月に北海道栗山町議会
が全国で初めて条例制定したのを皮切りに、9月末までに全国
72議会が条例を制定しています。
　地方分権により中央から地方に権限が移され、自治体の自己

決定、自己責任の確立が求められ、議会の力量が問われていま

す。いずれの議会も同様に感じているようです。

　研究のために訪れた他市議会からは、条例制定までの経緯や

個々の規定について、鋭い質問が投げかけられますが、対応す

る当市議長、正副議会運営委員長が、参考となるよう丁寧かつ

しっかりと受け答えしています。

　当市議会は、現在条例で掲げる理念を実行に移すべく検討を

重ねています。条例の理念に逆行することなく議会力を磨き、

市民の幸せのために前進してまいりたいと、視察受入れのたび

に気持ちを引き締めています。

当市議会基本条例が注目

　トキめき新潟国体の開会式が東北電力ビ
ッグスワンスタジアムで9月26日に開催さ
れました。新潟で行われるのは45年ぶり2
回目。招待者として開会式に参加した議員
は、全国から集まった選手団に熱い声援を
送っていました。


